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令和４年度当初予算
　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
18
日
か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
開
会
初
日
の
市
長
施
政
方
針
に
お
い
て
、
新
年
度
の
市
政
運
営
の
方

針
と
各
種
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
各
種
会
計
予
算
、
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
令
和
３
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
、
富
谷
宿
観
光
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
定
管
理
者
指
定
、
富
谷
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
や
、
富
谷

市
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金
基
金
条
例
の
制
定
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、
活
発
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

高齢者補聴器購入費助成（高齢者在宅
生活支援事業） �………………240万円
　聴力機能低下により日常生活を営むことに支障が生
じる高齢者に対し、地域交流および社会との繋がりを
保ち認知症やフレイルの進行を緩やかにさせる一助に、
補聴器購入にかかる費用の一部を助成します。

地域水素サプライチェーン継続実証事業
　　　………………………1,262万円
　環境省委託事業（低炭素水素サプライチェーン）が
令和３年度をもって終了することに伴い、今後におい
ては本市が実施主体として継続して事業を実施してい
きます。

不登校特例校西成田教室維持管理・運営事業
　　　………………………………………… 732万円
　東北初の不登校特例校富谷中学校西成田教室の設置に伴い、当該施設の
維持管理と運営を行います。

新規

新規新規
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● ● ● その他主なつかいみち ● ● ●

○��犯罪被害者支援金の給付� 50万円

○��新商品開発事業補助金� 1,000万円

○��企業誘致事業� 383万円

○��市民バス運営事業・デマンド型交通運
行事業　� 6,959万円

○��新型コロナウイルスワクチン接種対策
事業　� 1億 64万円

○��（仮称）やすらぎパークとみや整備事業
（パークゴルフ場分）� 1億1,637万円

子ども家庭総合支援拠点事業
　　　………………………1,455万円
　ソーシャルワークの基本を担い、全ての子どもやそ
の家庭、妊産婦等を対象に福祉に関する業務（相談、
情報提供、助言等）を実施します。

一般公園維持管理事業
　　　………………… 1億2,698万円
　地域住民のレクリエーション、コミュニケーション
の場として、公園の機能維持・安全確保・魅力向上を
図るため、遊具修繕をします。また、都市公園施設長
寿命化計画の策定に取り組みます。

一般廃棄物収集運搬処理事業
　　 �………………… 2億6,323万円
　生活系一般廃棄物の収集運搬等業務を行います。

放課後児童クラブ運営事業
　　 �………………… 2億5,345万円
　保護者が就労等により、昼間家庭にいない児童へ適
切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図
ることを目的として、市内８カ所の児童クラブを運営
します。

拡充

継続継続

拡充
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予算解説 　総合計画に定める将来像「住みたくなるまち日本一」の実現に向け、４つの基本方針に基づく
施策を引き続き推進するよう、各種補助金等を有効に活用しながら、各事業に取り組むための予
算編成となっています。

　令和４年度の一般会計予算は、前年度比６億7,600万円増（4.7％増）の150億8,400万円です。３年連続で過去最大
の予算規模となりました。
　新規で取り組む主な事業は、重層的支援体制整備事業移行準備事業、不登校特例校西成田教室維持管理・運営事業な
どです。拡充する主な事業は、ゼロカーボンシティ推進事業、子育て支援事業などです。
・国民健康保険特別会計は、前年度比2,210万円増（0.6％増）の39億6,471万円です。
・介護保険特別会計は、前年度比１億3,196万円増（4.5％増）の30億3,963万円です。
・後期高齢者医療特別会計は、前年度比4,976万円増（12.5％増）の４億4,628万円です。
・下水道事業会計は、収益的収入が1.9％増の11億5,735万円、収益的支出が5.9％増の11億2,544万円です。
・水道事業会計は、収益的収入が1.9％増の11億7,307万円、収益的支出が7.8％減の９億7,804万円です。

一般会計

多様な学びを支える
東北初の文部科学省指定　不登校特例校開設 150億8,400万円

一般会計

前年度比 4.7％増

分担金および負担金、財産収入、
寄付金、繰越金

国や銀行から借りるお金

市民税、固定資産税、
軽自動車税など

全国どこでも一定
の行政サービスが
受けられるよう、
国から配分される
お金

地方消費税などで、
国から一定の基準で
譲与されるお金

給食費、雑入など

基金からの
繰り入れ

国や県が使いみち
を決めて交付され
るお金

歳入
150億
8,400万円

市　税
58億7,725万円
（39.0%）

繰入金
5億2,394万円（3.5%）

国・県支出金
36億2,924万円
（24.1%）

地方交付税
17億円
（11.2%）

市債 11億1,110万円（7.3%）

譲与税・交付金
13億8,893万円（9.2%）

諸収入 4億6,796万円（3.1%）

使用料・手数料 1億259万円（0.7%）
その他 2億8,299万円（1.9%）

自主財源
48.2%

依存財源
51.8%
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下水道　
事業会計

収益的
収支　

収入　�11億5,735万円
支出　�11億2,544万円

資本的
収支　

収入　� 1億2,253万円
支出　� 1億6,102万円

水道　　
事業会計

収益的
収支　

収入　�11億7,307万円
支出　� 9億7,804万円

資本的
収支　

収入　� 1億5,011万円
支出　� 3億2,407万円

令和４年度　各種会計予算概要
一般会計 150億8,400万円

特
別
会
計

市営墓地特別会計 1億7,401万円

国民健康保険特別会計 39億6,471万円

介護保険特別会計 30億3,963万円

後期高齢者医療特別会計 4億4,628万円

一般会計

多様な学びを支える
東北初の文部科学省指定　不登校特例校開設令和４

年度

予算可
決

児童、高齢者、障がい者、
医療などの福祉全般の経費

小中学校・幼稚園の管理、生涯学習
やスポーツ事業などの経費

防犯、交通安全、
市民バスの運行
などの経費

道路の管理や
改良、市営住
宅、公園管理
などの経費

予防接種、検診、
ごみ処理などの
経費

富谷消防署、消防団
などの経費

市が借りたお金やその利子を
返還するための経費

労働費、災害復旧費などの経費

農林振興および有害鳥獣
等駆除などの経費

歳出
150億
8,400万円

総務費
17億8,425万円
（11.8%）

その他
7,972万円（0.5%）

商工費 1億8,097万円（1.2%）

議会費 1億7,951万円（1.2%）

農林水産業費 1億2,582万円（0.8%）

教育費
21億5,266万円
（14.3%）

土木費
15億1,913万円
（10.1%）

衛生費
14億6,427万円
（9.7%） 民生費

62億9,598万円
（41.8%）

公債費 5億6,243万円（3.7%）

消防費
7億3,926万円
（4.9%）
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令和４年度 一般会計
予算審査における主な質疑

移
住
支
援

　
　
移
住
支
援
事
業
費
の
積

算
根
拠
は
。

　
　
１
世
帯
当
た
り
１
０
０

万
円
、
新
年
度
か
ら
は
18
歳

未
満
一
人
に
つ
き
30
万
円
加

算
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
１

世
帯
当
た
り
18
歳
未
満
２
人

と
仮
定
し
、
１
世
帯
当
た
り

１
６
０
万
円
、
２
世
帯
分
３

２
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

新
た
な
都
市
交
通
シ
ス
テ
ム

の
事
業
化
検
討
調
査

　
　
委
託
内
容
は
。

　
　
建
設
計
画
、
事
業
化
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検

討
、
官
民
連
携
で
の
地
下
鉄

整
備
の
可
能
性
を
調
査
し
、

地
下
鉄
整
備
の
事
業
化
に
向

け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

問答問答

黒
川
圏
域
に
お
け
る

広
域
連
携
バ
ス
検
討
調
査

　
　
多
様
な
広
域
連
携
促
進

事
業
委
託
金
で
、
住
民
バ
ス

を
検
討
す
る
理
由
は
。

　
　
黒
川
圏
の
広
域
行
政
協

議
会
で
、
圏
域
の
住
民
の
利

便
性
向
上
の
た
め
住
民
バ
ス

の
広
域
利
用
が
課
題
と
し
て

検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
　
富
谷
市
単
独
の
調
査
業

務
で
す
か
。

　
　
富
谷
市
が
窓
口
と
な
り

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
広
域
連

携
の
事
業
で
す
の
で
、
黒
川

圏
域
４
市
町
村
共
同
の
事
業

と
捉
え
て
い
ま
す
。

問答問答

地
域
水
素
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
継
続
実
証

　
　
令
和
３
年
度
で
環
境
省

の
委
託
事
業
が
終
わ
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
。

　
　
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
枠
組
の
中
で
設

備
の
運
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
事
業
目
的
は
。

　
　
国
の
政
策
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
活
用
に
向
け
た
実
証
の
継

続
に
主
眼
を
お
い
て
継
続
事

業
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答

教
育・福
祉

高
齢
者

補
聴
器
購
入
費
助
成

　
　
事
業
費
積
算
根
拠
と
申

請
開
始
時
期
は
。

　
　
１
人
あ
た
り
２
万
円
の

助
成
で
、
１
２
０
人
分
を
計

上
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
７

月
１
日
か
ら
受
付
予
定
で
す
。

　
　
助
成
の
対
象
者
は
。

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
に
よ

る
補
聴
器
購
入
の
該
当
と
な

ら
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、

聴
力
低
下
に
よ
り
生
活
上
の

支
障
が
見
ら
れ
て
、
医
師
か

ら
補
聴
器
の
使
用
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
等
が
、
助
成
の

条
件
と
な
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営

　
　
現
場
の
負
担
軽
減
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
は
。

　
　
３
年
度
に
数
カ
所
で
導

入
し
た
入
退
館
シ
ス
テ
ム
等

を
、
今
後
全
児
童
ク
ラ
ブ
に

入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答問答

総
務・財
政

第
２
期
教
育
振
興

基
本
計
画
策
定

　
　
計
画
策
定
の
方
針
は
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
の
推
進
と
個
性
理
解
を
育

む
教
育
の
充
実
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
の
関
わ
り
、
支
援
を
要
す

る
子
ど
も
へ
の
支
援
の
充
実

な
ど
を
方
針
と
す
る
予
定
で

す
。教

育
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営

　
　
不
登
校
特
例
校
の
開
校

に
よ
っ
て
、
体
制
へ
の
影
響

は
。

　
　
令
和
３
年
度
と
同
じ
人

的
配
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
西
成
田
教
室
と
さ
ら

な
る
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

今
ま
で
以
上
の
対
応
を
目
指

し
ま
す
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入

れ
人
数
は
。

　
　
人
数
等
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
を
し
っ
か
り
受
け
入
れ

ま
す
。

問答問答問答
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新
生
児
聴
覚
検
査助

成

　
　
助
成
内
容
と
対
象
人
数

は
。

　
　
初
回
の
検
査
料
を
上
限

５
０
０
０
円
と
し
て
一
部
助

成
し
ま
す
。
対
象
人
数
は
３

５
０
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
医
療
機
関
の
指
定
は
。

　
　
県
内
の
検
査
機
器
が
あ

る
助
産
院
、
産
院
で
検
査
可

能
で
す
。

妊
産
婦
支
援

　
　
追
加
の
宿
泊
型
産
後
ケ

ア
の
対
象
と
補
助
内
容
は
。

　
　
生
後
５
カ
月
ま
で
の
新

生
児
と
お
母
さ
ん
が
対
象
で

す
。
主
な
内
容
は
、
母
乳
育

問答問答問答

児
の
ケ
ア
や
産
後
の
育
児
全

般
の
指
導
、
相
談
で
す
。
利

用
者
の
負
担
は
、
１
泊
２
日

で
１
万
３
０
０
０
円
で
す
。

　
　
利
用
者
負
担
が
大
き
い

の
で
は
。

　
　
助
産
師
会
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
で
積
算
し
、
産
後
デ
イ

ケ
ア
と
同
等
に
委
託
料
の

20
％
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

産
業・建
設

新
商
品
開
発

　
　
補
助
事
業
の
内
容
は
。

　
　
事
業
企
画
力
、
巻
き
込

問答問答

み
力
、
売
り
込
み
力
を
構
築

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
土
台
を
作

る
、
地
域
商
社
へ
の
補
助
金

で
す
。

　
　
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
は
。

　
　
３
年
後
売
り
上
げ
年
間

３
０
０
万
円
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

閲
覧
数
２
万
５
０
０
０
人
、

市
内
観
光
入
り
込
み
客
数
20

万
人
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
開
発
、
販
路
拡
大
と
並

行
し
て
、
原
料
の
確
保
、
特

産
品
の
生
産
拡
大
に
注
力
す

べ
き
で
は
。

　
　
地
域
商
社
は
、
生
産
か

ら
販
路
拡
大
ま
で
一
連
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
農
家
の
皆
さ
ま
の
意
識

向
上
や
、
限
り
あ
る
生
産
物

の
付
加
価
値
を
ど
う
上
げ
る

か
、
今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致

　
　
４
年
度
、
力
を
入
れ
る

活
動
内
容
は
。

　
　
成
田
南
地
区
、
高
屋
敷

西
地
区
に
力
点
を
置
き
、
新

た
な
用
地
取
得
奨
励
金
を
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
企
業
版
メ
ル
マ
ガ
を
創

設
し
、
情
報
提
供
の
場
を
設

け
ま
す
。

問答問答問答

し
小
規
模
に
な
る
の
で
は
な

く
、
と
み
や
ど
、
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

＋
、
地
域
商
社
、
富
谷
塾
生

と
新
た
な
連
携
の
上
、
市
民

総
参
加
で
、
同
規
模
級
の
イ

ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

認
定
農
業
者
育
成

　
　
今
後
の
育
成
は
。

　
　
法
人
の
新
規
就
農
者
が

増
え
て
お
り
、
後
継
者
の
育

成
、
地
域
農
業
の
活
性
化
等
、

中
心
経
営
体
と
し
て
、
そ
う

問答

い
っ
た
方
の
育
成
を
考
え
て

い
ま
す
。

防
犯
灯
維
持
管
理

　
　

お
た
め
し
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
の
連
携
で
、
効
率

化
は
。

　
　
ア
ナ
ロ
グ
的
な
や
り
取

り
か
ら
、
全
て
の
情
報
が
一

元
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

な
り
、
労
力
的
、
時
間
的
な

削
減
に
繋
が
り
ま
す
。

問答

と
み
や
茶

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
４
年
度
の
作
付
本
数
は
。

　
　
３
０
０
０
本
で
す
。

　
　
目
標
を
令
和
５
年
度
末

ま
で
に
１
万
本
植
栽
と
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
事
業
展

開
は
。

　
　
飲
料
化
に
向
け
最
低
１

万
本
、
将
来
的
に
は
そ
れ
以

上
を
見
据
え
て
進
め
、
商
品

化
に
よ
る
農
業
者
の
所
得
向

上
と
農
業
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

通
学
路
交
通
安
全

対
策
工
事

　
　
工
事
予
定
箇
所
は
。

　
　
緊
急
合
同
点
検
に
よ
り

対
策
が
必
要
と
な
っ
た
、
富

谷
小
学
校
区
１
カ
所
、
富
ケ

丘
小
学
校
区
４
カ
所
、
日
吉

台
小
学
校
区
１
カ
所
で
す
。

街
道
ま
つ
り

　
　
街
道
ま
つ
り
運
営
事
業

の
減
額
理
由
は
。

　
　
交
付
金
の
交
付
期
間
終

了
に
よ
る
も
の
で
す
。
し
か

問答問答問答問答
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
の
市
税
歳
入
は
１
５
０
億

８
４
０
０
万
円
、
前
年
比
４
．

７
％
増
と
過
去
最
大
、
基
金

　
富
谷
市
で
は
、
短
期
被
保

険
者
証
１
カ
月
証
18
世
帯
、

３
カ
月
証
37
世
帯
、
６
カ
月

証
26
世
帯
の
81
世
帯
発
行
さ

　
歳
入
は
、
市
民
税
、
地
方

交
付
税
等
の
増
額
を
見
込
み
、

歳
出
は
、
認
可
保
育
所
運
営

費
や
（
仮
称
）
や
す
ら
ぎ

　
国
民
健
康
保
険
は
、
市
民

の
生
命
と
健
康
を
支
え
る
重

要
な
社
会
保
障
制
度
で
、
健

康
の
保
持
増
進
に
大
き
く
寄

の
残
高
も
前
年
と
同
じ
く
最

高
水
準
で
す
。

　
今
年
は
さ
ま
ざ
ま
改
善
点

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
課
題

も
あ
り
、
さ
ら
な
る
改
善
を

期
待
し
ま
す
。
子
ど
も
医
療

費
助
成
窓
口
負
担
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
、
コ
ロ
ナ

で
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
障

が
い
者
の
外
出
支
援
と
し
て

ガ
ソ
リ
ン
補
助
、
な
ど
。

　
多
様
化
、
高
度
化
す
る
市

民
要
望
に
応
え
る
た
め
、
職

員
の
適
正
配
置
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

れ
て
お
り
、
１
カ
月
証
11
件
、

３
カ
月
証
11
件
が
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
か
ら
、
被
保
険
者
証

が
手
元
に
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　
被
保
険
者
証
が
無
い
事
で
、

受
診
控
え
が
お
こ
り
、
病
気

の
重
症
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
仙
台
市
な
ど
で
は
６
カ

月
証
の
統
一
が
は
か
ら
れ
て

お
り
、
富
谷
市
で
も
再
考
が

必
要
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
長
期
的
な

影
響
も
考
え
、
国
保
加
入
者

の
負
担
軽
減
が
必
要
と
考
え

反
対
し
ま
す
。

パ
ー
ク
と
み
や
整
備
事
業
等

が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
事
業

等
の
拡
充
お
よ
び
不
登
校
特

例
校
西
成
田
教
室
維
持
管
理

運
営
事
業
、
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
移
行
準
備
事
業

等
が
新
規
事
業
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
、
概
ね
妥
当
と
考
え

ま
す
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
で
の
経
済
制
裁
に
よ

り
、
市
民
の
生
活
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
生
活
を
守
る
た
め
の
施
策

を
求
め
、
賛
成
し
ま
す
。

与
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診

や
各
種
が
ん
健
診
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
を
十
分
に
講
じ
て
実
施
し
、

受
診
し
や
す
い
環
境
の
整
備

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
で
は
、

財
源
不
足
が
前
年
比
２
０
０

０
万
円
増
の
２
億
８
０
０
万

円
で
、
例
年
よ
り
厳
し
い
財

政
状
況
で
す
が
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
繰
入
で
、
国
保

税
率
は
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
安
定
的
な
財
政
運

営
を
維
持
す
る
こ
と
を
求
め

て
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

短期証発行の
再考が必要

まだ課題があります

反対

反対

渡邊　清美 議員

藤原　　峻 議員

市民の健康保持増進に
適切な運用

歳入増や新事業も
盛り込まれ妥当

賛成

賛成

金子　　透 議員

安住　稔幸 議員

国民健康保険
特別会計

一般会計討論

討論
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一
年 度３和令

補般 正会 予計 算
市
民
図
書
館
等

複
合
施
設
整
備

　
　
基
本
設
計
業
務
の
発
注

先
は
。

　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
形
式
で

事
業
者
選
定
す
る
予
定
で
す
。

　
　
審
査
員
は
ど
う
い
っ
た

方
が
務
め
ま
す
か
。

　
　

こ
の
事
業
に
従
来
関

わ
っ
て
い
る
内
部
委
員
を
中

心
に
、
外
部
委
員
も
登
用
す

る
予
定
で
す
。

　
　
市
民
へ
の
情
報
開
示
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
そ
の
都
度
、

市
民
に
情
報
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

町
内
会
館
整
備

　
　
東
向
陽
台
サ
ニ
ー
ハ
イ

ツ
会
館
と
熊
谷
公
民
館
の
改

修
工
事
の
内
容
は
。

問答問答問答問

　
　
屋
根
と
外
壁
の
塗
装
が

主
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
工
期
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
改

修
工
事
を
踏
ま
え
、
４
カ
月

ほ
ど
必
要
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
の
期
間
内

で
、
町
内
会
と
調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

不
登
校
特
例
校

西
成
田
教
室

　
　
教
室
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
計
画
は
。

　
　
市
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通

を
活
用
し
、
朝
夕
の
送
迎
を

行
い
ま
す
。
朝
の
登
校
時
は

７
時
半
か
ら
９
時
頃
、
夕
の

下
校
時
は
３
時
か
ら
４
時
半

頃
の
運
行
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
運
行
台
数
は
３
台
の
予

定
で
す
。

　
　
下
校
時
刻
前
に
具
合
が

悪
い
等
で
帰
る
こ
と
と
な
っ

答問答問答問

た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　
　
現
在
調
整
中
で
す
。

　
　
従
来
の
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
利
用
者
へ
の
影
響
は
。

　
　
現
在
の
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
利
用
状
況
に
お
い
て
は
、

影
響
な
し
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
利
用
者
が
増
加
し
て

き
た
際
に
は
、
担
当
課
と
協

議
し
て
方
策
を
練
っ
て
い
き

ま
す
。

道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

交
換
工
事

　
　
進
捗
状
況
は
。

　
　
令
和
２
年
度
末
時
点
で

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
54
％
で
し

た
。
令
和
３
年
度
に
５
２
０

基
ほ
ど
整
備
完
了
し
、
令
和

４
年
度
は
３
６
０
基
か
ら
３

７
０
基
ほ
ど
の
整
備
で
、
全

て
完
了
と
な
る
見
通
し
で
す
。

答問答問答

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
８
４
６
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
１
８
６
億
97
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
民
図
書
館
等
複
合
施
設
の
「
基
本
設
計
」
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

令
和
４
年
度
当
初
予
算
と
の
連
動
を
考
慮
し
た
編
成
方
針
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
等
に
係
る
維
持
管
理
事
業
（
修
繕
関
係
工
事
ほ
か
）
を
前
倒

し
計
上
し
て
い
ま
す
。

● ● ● 主なつかいみち ● ● ●

○��市内公共施設維持修繕事業　� 4,472万円
市内公共施設の維持補修等を行います。

○��図書館等複合施設整備事業　� 2,878万円
新たに「基本設計」業務に着手します。

○��市道維持管理事業　� 2,500万円
市道源内明坂線等の修繕工事を実施します。

○��町内会館整備事業　� 1,002万円
東向陽台サニーハイツ会館および熊谷公民館の屋根および外壁等を改修します。
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一
年 度４和令

補般 正会 予計 算
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
等

利
用
促
進

　
　
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
利
用
状
況
は
。

　
　
参
加
店
、
利
用
者
も
増

加
し
、
第
３
弾
の
利
用
額
は

７
９
９
万
円
で
す
。

　
　
独
り
暮
ら
し
の
方
で
も

使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
１

０
０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

５
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
券
２
枚

に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

　
　
今
後
検
討
し
ま
す
。

問答問答

宮
城
県認

証
店
舗
支
援

　
　
積
算
根
拠
は
。

　
　
現
在
、
本
市
の
認
定
店

は
33
店
で
す
が
、
増
え
る
こ

と
を
想
定
し
、
50
店
を
見
込

み
ま
し
た
。

保
育
士
等
処
遇
改
善

　
　
対
象
人
数
は
。

　
　
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨

問答問答

時
特
例
事
業
費
補
助
金
の
対

象
者
は
、
認
可
保
育
所
等
の

14
施
設
２
７
７
人
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
８
施
設
70
人

で
す
。

生
産
調
整
推
進

　
　
補
助
金
政
策
だ
け
で
な

く
、
競
争
力
の
あ
る
農
家
を

育
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
地
域
農
業
の
担
い
手
の

育
成
や
、
園
芸
、
水
稲
等
の

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

ま
す
。

　
　
農
業
の
安
定
化
、
安
定

収
入
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
特
産
品
定
着
促
進
事
業

を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

（
仮
称
）テ
レ
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
整
備

　
　
工
事
請
負
費
が
３
３
０

０
万
円
、
坪
当
た
り
55
万
円

で
す
が
、
高
額
で
は
。

　
　
寄
付
さ
れ
た
物
件
は
、

歴
史
的
な
価
値
が
あ
る
も
の

で
、
そ
れ
を
保
存
す
る
た
め

に
必
要
な
費
用
で
す
。

問答問答問答

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
１
億
５
５
３
９

万
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１
５
２
億
３
９
３
９
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
事
業
、
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を
図
る
認
可
保
育
所

運
営
事
業
に
係
る
経
費
で
す
。

● ● ● 主なつかいみち ● ● ●

○��（仮称）テレワークセンター整備事業
　� 4,860万円

　しんまち地区に寄付物件を活用した（仮称）テレ
ワークセンターを整備します。

○��中小企業等事業復活支援事業　�2,000万円
　新型コロナウイルス感染症の拡大や長期化に伴い、対象月の売
上が基準月と比較し、50％以上又は30％以上50％未満減少した
事業者に対し、本市独自の支援金（３万円～25万円）を支給します。

○��富谷宿観光交流ステーション整備事業
　� 3,900万円

　飲食時の三密回避を図るとともに、天候への対応範囲を
広げるため、マルシェ広場（休憩スペース）に屋根を設置し、
併せて近隣住民への防音対策として防音パネルを設置します。

○��テイクアウト等利用促進事業
　� 1,100万円

　市内飲食店においてテイクアウト又はデリバリー
により2,000円以上購入した際に1,000円分の割引
きを受けられるクーポンを配布します。

○��生産調整推進事業��� 428万円
　生産調整による水稲作付面積が減少したことによ
り、農業所得の安定化を図るため、転作作物等への
本市独自支援を拡充します。

○��感染症予防事業　� 86万円
　濃厚接触者（自宅待機者）への食料品等生活支援
物資を支給します。

みほん
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● ● ● 主なつかいみち ● ● ●

○��子育て世帯への臨時特別給付金給付事業　� 5億2,077万円
　先の定例会において、議決済みの当該事業（５万円の先行給付）について、その後に実施予定のクーポン券
（５万円分）給付を改め、一括現金給付としました。
対象見込数：中学生以下　8,500人　　高校生　1,900人　　計10,400人

○��子育て世帯への臨時特別給付金給付事業（市独自支援分）　� 1億 159万円
　当該事業において、国の指針による所得制限によって給付対象とならない世帯に対しても、本市の独自支援策
として、同様に10万円を給付します。
対象見込数：中学生以下　800人　　高校生190人　　計990人

○��住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業　� 3億4,745万円
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、住民税非課税世帯等に対し、１世帯あたり10万円を給付します。
対象見込数：住民税非課税世帯　2,870世帯　　家計急変世帯　528世帯　　計3,398世帯

会時臨回１第年４和令
　
令
和
４
年
第
１
回
臨
時

会
が
、
１
月
14
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
で
、
９
億

６
９
８
１
万
円
を
増
額
し
、

総
額
１
８
５
億
１
６
３
７

万
円
と
す
る
補
正
予
算
が

上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
の
内
容
は
、

国
の
施
策
で
あ
る
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
給
付
事
業
、
並
び
に
本

市
独
自
支
援
に
よ
る
、
同

施
策
で
の
所
得
制
限
に
よ

る
非
対
象
者
へ
の
給
付
金

の
給
付
、
お
よ
び
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

長
期
化
に
お
け
る
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
に
、
給
付

金
を
給
付
す
る
な
ど
で
す
。

　
　
家
計
急
変
世
帯
と
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
、
家

計
が
急
変
し
、
収
入
が
減

少
し
、
令
和
３
年
度
の
住

民
税
の
均
等
割
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
世
帯
全
員
の
そ

れ
ぞ
れ
の
年
収
見
込
額
が
、

住
民
税
均
等
割
非
課
税
相

当
の
水
準
以
下
の
世
帯
と

み
な
さ
れ
る
世
帯
で
す
。

問答

大和町病後児保育室が利用できます
（公立黒川病院の駐車場内）

　保育所等に入所中のお子さんが、病気回復期で集団保育が困難な期間を一時的に預かる病後児保育室に、
新たに公立黒川病院駐車場内に開設された大和町病後児保育室が加わり、利用できるようになりました。

◇利用料：2,000円
　※�飲食代、医療代、ミルク代等は

別途料金が発生します。
◇利用方法
　直接実施施設へ連絡の上、お申
し込みください。
　利用申請書は、各保育所・子育
て支援課・実施施設にあります。

病児・病後児保育

他の普通地方公共団体の公の施設を富谷市の住民が利用することについて

体調不良児対応型（在籍児童のみ対象）
施設名 ＴＥＬ 所在地

上桜木果樹園の森こども園 022-348-7360 富谷市上桜木二丁目１番地９
明石台若樹の森こども園 022-374-5627 富谷市明石台四丁目３番地３
とみや杜の橋こども園 022-348-5101 富谷市杜乃橋二丁目11番地６

病後児対応型
施設名 ＴＥＬ 所在地

タウンクリニックえん 022-358-1976 富谷市明石台七丁目１番地５
大和町病後児保育室 022-344-7505 大和町吉田字北谷地１-１
こん小児科クリニック 022-341-2701 仙台市泉区八乙女中央二丁目4-25
宮城県済生会こどもクリニック 022-293-1281 仙台市宮城野区東仙台６-１-１
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第１回臨時会（１/14）・第１回定例会（２/18〜３/11）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対
議決結果

佐
藤　
浩
崇

菊
池　
美
穂

村
上　
　
治

塩
田　
智
明

渡
邊　
清
美

藤
原　
　
峻

畑
山　
和
晴

金
子　
　
透

浅
野　
武
志

若
生　
英
俊

長
谷
川
る
美

髙
橋　
正
俊

菅
原　
福
治

出
川　
博
一

安
住　
稔
幸

渡
邊　
俊
一

浅
野　
直
子

青
柳　
信
義

提
案
者

第
１
回
臨
時
会

令和３年度富谷市一般会計補正予算（第13号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ − 市
長
提
案

専決処分の承認を求めることについて（令和３
年度富谷市一般会計補正予算（第12号）） 17 0 原案承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第

１

回

定

例

会

富谷市犯罪被害者等支援条例の制定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市

長

提

案

富谷市石油貯蔵施設立地対策等交付金基金条例
の制定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市職員の育児休業等に関する条例の一部改
正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市個人情報の保護に関する条例の一部改正
について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市非常勤消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市子ども医療費の助成に関する条例の一部
改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市下水道条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和３年度富谷市一般会計補正予算（第14号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和３年度富谷市市営墓地特別会計補正予算
（第３号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市国民健康保険特別会計補正予
算（第４号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市介護保険特別会計補正予算
（第４号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市下水道事業会計補正予算（第
２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市水道事業会計補正予算（第３
号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和４年度富谷市一般会計予算 15 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和４年度富谷市市営墓地特別会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和４年度富谷市国民健康保険特別会計予算 15 2 原案可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和４年度富谷市介護保険特別会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和４年度富谷市後期高齢者医療特別会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和４年度富谷市下水道事業会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和４年度富谷市水道事業会計予算 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
指定管理者の指定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
他の普通地方公共団体の公の施設を富谷市の住
民が利用することについて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市と宮城県との間の災害弔慰金等の支給に
関する審査会の事務委託の廃止について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市一般会計補正予算（第15号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
令和４年度富谷市一般会計補正予算（第１号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
和解及び損害賠償額の決定について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求め
ることについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める
ことについて 17 0 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

消費税インボイス制度に係る仕入税額控除の特
例措置を求める意見書 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 議

員
提
案ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に断固抗

議し、即時撤退を求める決議 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○賛成　　×反対　
※　議長（青柳信義）は採決に加わりません。
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市政を
問う

菅原 福治 議員

出川 博一 議員

若生 英俊 議員

長谷川 る美 議員

渡邊 清美 議員

藤原　峻 議員

村上　治 議員

塩田 智明 議員

安住 稔幸 議員

浅野 直子 議員

畑山 和晴 議員

金子　透 議員14P

16P

17P

17P

18P

18P

19P

19P

14P

15P

15P

16P
◦利用者視点に立った行政デジタ
ルサービスの実現について
◦2050年ゼロカーボン戦略にど
のように向き合うのか

◦始動し始めた大型事業と新年度
予算について
◦後期高齢者有料検診料金の減免
等について

◦地域商社「（株）1038」設立とと
みやどの自立運営について
◦「地下鉄延伸」整備の見通しにつ
いて

◦認知症高齢者の徘徊対策について
◦災害発生時の備蓄体制の強化に
ついて

◦児童、生徒の支援強化を問う
◦歩道の安全対策を問う

◦コロナウイルス感染拡大におけ
る更なる支援策は
◦困窮者支援策の強化を
◦ＬＧＢＴ当事者が安心して暮ら
せる富谷に

◦避難所の整備と防災訓練について

◦明石台第三町内会館の早期修繕を
◦高齢者も安心して暮らせるまちを

◦富谷市への総合病院の誘致につ
いて
◦孤独死、孤立死防止対策について
◦飲料等の自動販売機設置とリサ
イクルボックスについて

◦重層的支援体制整備事業について
◦女性デジタル人材育成の推進に
ついて

◦保育所、幼稚園、小中学校の防
犯対策を問う
◦「とみやど」の運営と観光対策を
問う

◦公共施設の整備、維持、管理、
更新を問う

　第１回定例会では12人の議員が質問に立ちまし
た。各議員が行った一般質問の概要を14ページか
ら19ページまで発言順に掲載しています。
　文章については、議員自ら作成していますので、
原則として原文のまま掲載しています。
　なお、一般質問についての詳細は議員にお尋ねく
ださい。

一般質問

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。
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答 問
窓
口
に
機
器
を
設
置
、
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験

高
齢
者
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
行
政
を

答 問
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

富
谷
市
に
総
合
病
院
を

　
利
用
者
視
点
に
立
っ
た
、

デ
ジ
タ
ル
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
行
政

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
　
ス
マ
ホ
等
を
活
用
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ほ

か
、
各
種
手
続
き
に
要
す
る

押
印
の
廃
止
等
で
す
。

　
　
本
市
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
の
考
え
方
は
。

　
　
現
状
は
、
内
部
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
へ
の
理
解
促
進
に
努

め
、
今
後
は
、
国
が
掲
げ
る

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
の

動
向
を
注
視
し
取
組
み
ま
す
。

　
　
高
齢
者
向
け
の
、
デ
ジ

問答問答問

　
宮
城
県
は
昨
年
、
東
北
労

災
病
院
と
宮
城
県
立
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
を
、
富
谷
市
に

移
転
し
合
築
整
備
す
る
方
針

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
富
谷
市
へ
の
誘
致
は
、
富

谷
市
民
は
も
と
よ
り
、
黒
川

地
域
お
よ
び
周
辺
自
治
体
に

お
い
て
も
、
多
く
の
住
民
が

望
む
も
の
で
す
。
実
現
に
向

け
て
、
富
谷
市
は
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
、
よ

り
一
層
の
取
り
組
み
を
求
め
、

質
問
し
ま
す
。

　
　
富
谷
市
へ
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う

問

タ
ル
＆
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

と
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
。

　
　
窓
口
で
通
信
機
器
に
触

れ
る
場
の
提
供
を
検
討
し
ま

す
。
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

職
員
挙
げ
て
情
報
共
有
の
中

で
進
め
ま
す
。

答

に
進
め
ら
れ
る
か
。

　
　
県
は
４
年
度
中
の
基
本

合
意
に
向
け
、
よ
り
具
体
的

な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
く
も

答

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

も
、
各
市
町
村
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
進
め
て
は
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
を
新

設
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、私
自
身
（
市
長
）

先
頭
に
立
ち
取
組
み
ま
す
。

問答

の
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

気
を
抜
く
こ
と
な
く
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
市
の
環
境
特
性
と
、
再

エ
ネ
導
入
を
踏
ま
え
、
２
０

５
０
年
ま
で
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
す
。

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
は
、
国
か
ら
や

ら
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
自
分
の
事

と
し
て
取
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

問答

問

　
高
齢
化
に
よ
り
、
独
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
た
こ

と
で
、
自
宅
で
独
り
亡
く

な
っ
て
い
く
孤
独
死
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

亡
く
な
っ
た
後
も
数
日
間
放

置
さ
れ
る
孤
立
死
も
発
生
し

て
お
り
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ

て
い
る
背
景
は
、
核
家
族
化

に
よ
り
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
人
間
関
係
が
稀
有
に

な
り
、
特
に
男
性
は
孤
立
し

が
ち
に
な
る
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
孤
独
死
、
孤
立
死

ん
が
。

　
　
全
体
的
に
は
、
ま
だ
ま

だ
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
は
、
無
視
で
き
な
い
状
況

に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
国

の
先
行
自
治
体
と
し
て
取
り

組
む
覚
悟
で
す
。

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
、

市
民
や
企
業
に
対
し
て
共
感

が
得
ら
れ
る
普
及
啓
発
は
。

　
　
市
民
の
意
識
改
革
や
行

動
変
容
、
企
業
の
協
力
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
理
解
に

向
け
て
要
請
を
行
い
ま
す
。

答問答

は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

で
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
孤
独
死
、
孤
立
死
防
止
対

策
を
求
め
、
質
問
し
ま
す
。

　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
現
在
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
や
見
守
り
支
援
等
に
よ

り
孤
立
を
防
ぐ
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
地
域
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
啓
発
す
る

と
と
も
に
、
街
か
ど
カ
フ
ェ

な
ど
地
域
に
お
け
る
取
組
と

連
携
を
図
り
、
孤
立
し
な
い

地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

問答

答 問
再
エ
ネ
踏
ま
え
二
酸
化
炭
素
実
質
ゼ
ロ

本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
に
つ
い
て

答 問
孤
立
し
な
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す

孤
独
死
、
孤
立
死
防
止
対
策
を

菅原　福治 議員

　▲ 東北労災病院　県立精神医療センター

安住　稔幸 議員
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答 問
伴
走
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

答 問
今
後
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
ま
す

学
校
施
設
等
の
防
犯
対
策
を
問
う

　
社
会
環
境
の
変
化
や
生
活

ニ
ー
ズ
の
多
様
性
、
一
人
一

人
の
住
民
が
抱
え
る
問
題
も

複
雑
で
複
合
化
す
る
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
対
象
の

隙
間
に
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
　
属
性
を
問
わ
な
い
相
談

体
制
支
援
に
つ
い
て
は
。

　
　
各
窓
口
に
お
け
る
包
括

的
相
談
を
受
け
、
関
係
機
関

と
の
連
携
で
支
援
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

　
　
参
加
支
援
に
つ
い
て
は
。

　
　
既
存
の
制
度
の
拡
充
や

社
会
資
源
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

問答問答

　
　
各
施
設
、
学
校
ご
と
の

対
応
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
不
審
者
侵
入
を
想
定
し

た
防
犯
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
や
子
ど
も
た
ち
の
防
犯
意

識
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
各
保
育
所
、
幼
稚
園
は

フ
ェ
ン
ス
が
低
く
す
ぐ
に
乗

り
越
え
ら
れ
る
高
さ
と
な
っ

て
お
り
、
例
え
ば
フ
ェ
ン
ス

を
高
く
す
る
と
か
、
職
員
が

す
ぐ
に
気
づ
く
対
策
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

問答問

等
に
よ
る
新
た
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
で
社
会
参
加
を
実
現

し
ま
す
。

　
　
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

支
援
に
つ
い
て
は
。

　
　
多
様
な
地
域
活
動
が
生

ま
れ
や
す
い
環
境
整
備
を
行

い
ま
す
。

　
　
主
に
担
当
職
員
が
異
動

に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

問答問

　
　
フ
ェ
ン
ス
の
か
さ
上
げ

等
に
つ
い
て
は
園
児
の
安
全

確
保
の
た
め
の
重
要
な
課
題

と
捉
え
て
お
り
、
今
後
早
急

に
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　
　
不
審
者
が
侵
入
し
た
際

に
子
ど
も
た
ち
が
避
難
す
る

経
路
な
ど
の
訓
練
は
行
っ
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
保
護
者

に
も
訓
練
内
容
を
通
知
し
て

答問

し
っ
か
り
引
き
継
が
れ
る
と

い
う
事
が
大
事
で
あ
る
と
認

識
し
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

　
　
関
係
分
野
の
担
当
者
同

士
の
話
し
合
い
が
と
て
も
大

事
で
す
。
多
機
関
協
働
に
依

頼
す
る
場
合
も
連
携
が
図
れ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

答

い
ま
す
か
。

　
　
不
審
者
侵
入
の
状
況
設

定
を
変
え
な
が
ら
訓
練
を

行
っ
て
お
り
、
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
は
メ
ー
ル
や
お
便
り

で
通
知
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
事
細
か
い
部
分
に
関

し
て
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

答

　
女
性
の
視
点
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
ス
キ
ル
を
習
得
し
、

仕
事
が
で
き
る
環
境
を
整
え

ら
れ
る
支
援
体
制
に
、
国
の

地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金

を
活
用
し
て
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
の
推
進
に
つ
い
て
は
。

　
　
女
性
人
材
の
育
成
や
成

長
産
業
へ
の
円
滑
な
支
援
は
、

問答

　
　
地
域
商
社
に
ど
こ
ま
で

運
営
を
委
ね
る
の
か
。

　
　
施
設
全
体
の
維
持
管
理

に
加
え
、
交
流
人
口
の
増
加

と
産
業
振
興
の
拡
大
に
資
す

る
運
営
全
般
を
委
ね
ま
す
。

　
　
「
○
○
の
聖
地
」
と
い

う
よ
う
な
そ
の
聖
地
を
求
め

て
き
て
く
れ
る
よ
う
な
仕
掛

け
、
し
ん
ま
ち
通
り
の
空
家

や
古
民
家
の
再
生
に
よ
り

問答問

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
業

務
委
託
し
て
パ
ソ
コ
ン
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
は
。

　
　
今
後
検
討
し
ま
す
。

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
対
応
は
。

　
　
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問答問答

「
と
み
や
ど
」
に
行
く
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
も
楽
し
め
る
方

策
が
必
要
で
は
。

　
　
し
ん
ま
ち
地
区
の
地
域

資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
ス

ポ
ッ
ト
を
増
や
し
て
い
く
方

策
を
進
め
て
い
く
上
で
、
プ

ロ
セ
ス
を
重
視
し
た
仕
掛
け

な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
協
議

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

答

答 問
多
角
的
視
点
か
ら
進
め
ま
す

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
推
進
を
問
う

答 問
官
民
挙
げ
て
連
携
し
て
い
き
ま
す

「
と
み
や
ど
」
の
運
営
と
観
光
対
策
は

　▲ 成田保育所

浅野　直子 議員

畑山　和晴 議員
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答 問
計
画
性
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す

公
共
施
設
の
整
備
、
維
持
管
理
を
問
う

答 問
国
の
基
準
に
基
づ
き
希
望
者
は
有
料

後
期
高
齢
者
有
料
健
診
料
の
減
免
を

　
今
後
整
備
さ
れ
る
公
共
施

設
の
う
ち
、
ご
み
処
理
施
設

で
、
現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー

敷
地
は
仙
台
市
有
地
で
、
令

和
11
年
度
末
に
は
更
地
返
還

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

を
目
指
す
施
設
整
備
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
富
谷
市
民
全

員
が
生
活
す
る
う
え
で
必
要

な
施
設
で
す
が
、
一
般
的
に

は
迷
惑
施
設
と
の
汚
名
を
着

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に
消

防
施
設
で
す
が
、
整
備
す
る

敷
地
は
整
備
さ
れ
る
市
町
村

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
が
間

近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
医
療

需
要
と
病
床
の
必
要
量
に
つ

い
て
、
医
療
機
能
（
高
度
急

性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、

慢
性
期
）
ご
と
に
推
計
し
た

「
地
域
医
療
構
想
」
が
、
都

道
府
県
で
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
高
齢
化
の
進
展

等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
　
地
域
医
療
構
想
の
動
向

に
つ
い
て
。

　
　
宮
城
県
は
、
地
域
医
療

構
想
の
実
現
に
向
け
、
２
０

２
５
年
に
お
け
る
各
医
療
機

関
が
担
う
べ
き
役
割
や
転
換

予
定
な
ど
の
調
査
結
果
を
踏

問答

が
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
も
今
後
も
人

口
が
増
加
す
る
明
石
台
、
成

田
地
区
へ
の
消
防
施
設
の
整

備
は
必
然
と
考
え
ま
す
。
施

設
整
備
さ
れ
る
近
辺
の
皆
さ

ま
へ
十
分
な
説
明
を
果
た
し
、

理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
は

重
要
で
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
、
更
新
で
は
、

全
体
を
見
据
え
計
画
的
に
行

う
べ
き
で
す
。
特
に
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
る
上
水
道
の
耐

震
な
ど
の
工
事
は
早
急
に
完

了
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
ご
み
処
理
関
連
施
設
整

備
で
、
用
地
の
選
定
や
年
次

計
画
な
ど
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
見
解
は
。

　
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
敷
地
は

仙
台
市
へ
更
地
返
還
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
新
た
な

施
設
は
、
分
別
、
資
源
化
を

行
う
中
間
処
理
施
設
と
な
り

ま
す
。
施
設
整
備
す
る
近
隣

住
民
の
皆
さ
ま
へ
、
丁
寧
な

問答

ま
え
、
構
想
区
域
ご
と
に
設

置
さ
れ
た
地
域
医
療
構
想
調

整
会
議
で
、
医
療
需
要
や
病

床
必
要
数
を
見
据
え
た
機
能

分
化
・
連
携
に
係
る
協
議
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
台
医
療
圏
に
お
い
て
は
、

特
に
需
要
が
高
ま
る
回
復
期

機
能
の
充
実
に
向
け
て
、
各

医
療
機
関
で
の
取
組
と
と
も

に
医
療
機
関
相
互
の
連
携
に

よ
り
調
整
が
進
め
ら
れ
る
な

か
で
、
本
市
は
総
合
病
院
の

誘
致
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　
　
後
期
高
齢
者
有
料
健
診

の
減
免
に
つ
い
て
。

　
　
後
期
高
齢
者
健
診
の
主

な
目
的
は
、
検
査
に
よ
っ
て

生
活
習
慣
病
を
早

期
に
発
見
し
、
医

療
に
つ
な
げ
る
も

の
で
す
。
平
成
30

年
度
ま
で
は
、
眼

底
、
貧
血
、
心
電

図
も
検
査
項
目
に

含
め
て
実
施
し
て

問答

説
明
を
行
い
、
理
解
、
協
力

を
得
な
が
ら
年
次
計
画
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

　
　
本
市
南
東
部
の
消
防
力

強
化
の
た
め
、
消
防
施
設
用

地
の
選
定
等
を
開
始
す
べ
き

と
考
え
ま
す
が
見
解
は
。

　
　
本
市
南
東
部
へ
の
消
防

施
設
整
備
の
必
要
性
は
、
黒

川
消
防
本
部
で
も
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
整
備
の
時
期
、

場
所
、
規
模
は
現
在
は
白
紙

の
状
態
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
上
水
道
の
耐
震
化
等
の

更
新
で
今
後
の
計
画
は
。

　
　
太
子
堂
、
富
ケ
丘
、
鷹

乃
杜
地
区
で
鉛
管
の
解
消
と

耐
震
化
工
事
に
着
手
し
て
お

り
令
和
14
年
度
完
了
計
画
で

す
。
機
械
設
備
等
も
具
体
的

な
更
新
計
画
を
策
定
し
、
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

問答問答

い
ま
し
た
が
、
国
の
指
針
に

従
い
令
和
元
年
か
ら
検
査
に

お
け
る
問
診
の
結
果
、
医
師

の
判
断
に
よ
っ
て
眼
底
、
貧

血
、
心
電
図
検
査
を
追
加

（
無
料
）
で
受
け
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
希

望
に
よ
り
、
自
己
負
担
で
の

受
検
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
後
期
高
齢
者
と
国
保
の

健
康
保
険
の
違
い
は
。

　
　
国
保
は
市
が
保
険
者
で

後
期
高
齢
者
は
広
域
連
合
が

保
険
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
用
遊
具
の
積
極

的
推
奨
に
つ
い
て
。

　
　
平
成
24
年
度
か
ら
、
30

年
を
超
え
る
公
園
遊
具
の
交

換
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
近
年
は
、
町
内
会
か

ら
の
要
望
に
応
じ
て
高
齢
者

用
遊
具
を
積
極
的
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

問答問答

　▲ 清掃センター

出川　博一 議員

金子　　透 議員
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答 問
単
線
で
整
備
し
、
中
間
駅
を
設
け
る

地
下
鉄
延
伸
建
設
コ
ス
ト
の
試
算
は

答 問
総
合
的
な
協
議
を
し
つ
つ
検
討
し
ま
す

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
対
策
に
つ
い
て

　
本
市
の
２
０
２
０
年
国
調

人
口
は
５
万
１
６
５
１
人
と

５
年
間
で
60
人
の
増
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　
地
下
鉄
整
備
に
あ
た
り
、

市
の
財
政
規
模
を
超
え
る
建

設
費
、
継
続
し
て
運
行
で
き

る
だ
け
の
乗
客
数
の
確
保
と
、

仙
台
市
の
延
伸
合
意
と
運
行

経
費
増
に
対
す
る
仙
台
市
民

の
合
意
形
成
な
ど
必
要
で
す
。

　
　
人
口
増
の
鈍
化
傾
向
に

よ
る
今
後
の
税
収
見
込
み
は
。

　
　
人
口
の
増
減
に
影
響
受

け
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

問答

　
認
知
症
に
関
わ
る
行
方
不

明
者
は
、
毎
年
増
加
し
て
い

ま
す
。
私
自
身
の
、
認
知
症

徘
徊
高
齢
者
の
方
を
保
護
し

た
体
験
を
通
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
素
早
い
気
づ
き
や
適

切
な
行
動
も
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
思
い
質
問
し
ま
す
。

　
　
認
知
症
徘
徊
高
齢
者
捜

索
模
擬
訓
練
の
実
施
に
つ
い

て
の
検
討
は
。

　
　
地
域
や
警
察
な
ど
関
係

機
関
と
の
連
携
が
必
要
と
な

り
、
総
合
的
な
協
議
を
し
な

が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　
徘
徊
高
齢
者
の
安
全
確

保
や
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置

問答問

　
　
仙
台
市
と
の
合
意
形
成

の
気
運
を
高
め
る
場
は
。

　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求

め
て
い
ま
す
。

　
　
地
下
鉄
事
業
の
採
算
ラ

イ
ン
は
。

　
　
自
動
車
か
ら
の
利
用
転

換
、
路
線
バ
ス
の
再
編
な
ど

の
施
策
に
よ
り
採
算
性
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

問答問答

情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
機

器
の
導
入
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
見

守
り
シ
ー
ル
、
見
守
り
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
検
討
は
。

　
　
他
自
治
体
の
導
入
し
て

の
効
果
や
課
題
を
分
析
し
、

ご
家
族
や
当
事
者
の
意
見
を

伺
い
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

増
や
す
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
で
の
養
成
講
座

の
取
組
や
小
学
生
を
対
象
と

答問

　
　
乗
客
数
の
需
要
予
測
は
。

　
　
地
下
鉄
南
北
線
の
運
賃

体
系
に
初
乗
り
分
の
２
１
０

円
を
加
算
し
た
運
賃
体
系
で
、

１
万
４
０
０
０
人
と
予
測
し

て
い
ま
す
。

　
　
地
下
鉄
延
伸
に
よ
る
仙

台
市
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
明
石
南
地
区
の
利
用
者

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

問答問答

し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
取
組
に
つ
い
て
の

検
討
は
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

は
、
相
手
の
反
応
が
確
認
で

き
れ
ば
可
能
な
の
で
、
今
後

も
中
学
校
や
企
業
で
の
実
施

に
周
知
し
ま
す
。
小
学
生
を

対
象
と
し
た
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
取
組
は
、
教
育
委

員
会
や
各
小
学
校
と
協
議
し

検
討
し
ま
す
。

答

　
地
域
商
社
は
単
に
収
益
を

追
求
す
る
営
利
団
体
で
は
な

く
、
最
終
的
に
地
域
産
業
を

成
長
に
導
く
社
会
的
・
公
益

的
な
役
割
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
商
社
「（
株
）
１

０
３
８
」
設
立
の
狙
い
は
。

　
　
地
域
資
源
を
活
用
し
て

地
域
経
済
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。

問答

　
　
防
災
備
蓄
品
の
基
本
的

な
考
え
方
と
備
蓄

状
況
は
。

　
　
ア
レ
ル
ゲ
ン

フ
リ
ー
の
食
品
を

中
心
に
備
蓄
を
し
、

備
蓄
状
況
は
、
飲

料
水
１
６
５
６
本
、

ア
ル
フ
ァ
米
６
１

問

答

　
　
「（
株
）
１
０
３
８
」
の

中
核
的
な
営
利
事
業
は
。

　
　
地
域
産
品
の
開
発
、
旅

行
業
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運

営
な
ど
に
よ
る
収
益
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
　
「
と
み
や
ど
」
営
業
時

間
で
、
テ
ナ
ン
ト
の
意
向
は
。

　
　
テ
ナ
ン
ト
は
、
条
例
上

の
９
時
か
ら
21
時
ま
で
の
時

間
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問答問答

０
０
食
、
ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ー

５
７
６
食
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

５
２
０
食
で
年
度
内
に
５
０

０
食
程
調
達
す
る
予
定
で
す
。

　
　
備
蓄
体
制
の
課
題
は
。

　
　
新
た
な
協
定
や
運
搬
方

法
、
防
災
意
識
の
向
上
で
す
。

問答

答 問
地
域
資
源
を
活
用
し
活
性
化
を
図
る

（
株
）
１
０
３
８
設
立
の
狙
い
は

答 問
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

災
害
発
生
時
の
備
蓄
体
制
の
強
化
は

若生　英俊 議員

長谷川る美 議員
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答 問
入
室
予
定
者
に
入
学
説
明
会
を
実
施

不
登
校
特
例
校
の
準
備
状
況
は

答 問
独
自
支
援
を
準
備
し
て
い
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
、
事
業
者
へ
支
援
は

　
４
月
よ
り
、
不
登
校
特
例

校
が
西
成
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
に
富
谷
中
学
校

西
成
田
教
室
と
し
て
開
校
し

ま
す
。

　
全
国
的
に
も
、
い
ろ
い
ろ

な
理
由
か
ら
不
登
校
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
生
徒
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
に
合
っ
た
学
習

の
機
会
、
場
所
の
確
保
が
必

要
で
す
。

　
　
不
登
校
特
例
校
の
準
備

状
況
お
よ
び
教
職
員
の
配
置

は
。

問

　
　
新
た
な
支
援
策
は
。

　
　
補
正
予
算
で
、
事
業
復

活
に
向
け
た
本
市
独
自
支
援

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
20
％
減
で
も
厳
し
い
状

問答問

　
　
３
月
１
日
に
、
入
室
予

定
の
生
徒
と
保
護
者
に
、
入

学
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
職
員
の
配
置
は
不
特
定

で
あ
り
ま
す
が
、
専
任
教
員

が
無
理
な
く
生
徒
の
指
導
に

当
た
れ
る
よ
う
、
加
配
教
員

を
含
め
、
引
き
続
き
県
教
育

委
員
会
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

答

　
　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に

通
っ
て
い
る
生
徒
に
対
す
る

支
援
は
。

　
　
民
間
施
設
と
連
携
し
、

学
習
状
況
等
に
つ
い
て
確
認

や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
組
内
容
に
よ
り
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
学
習

を
出
席
扱
い
と
し
て
認
定
し

て
い
ま
す
。

問答

　
歩
道
を
安
全
に
通
行
出
来

る
よ
う
、
計
画
的
な
整
備
、

対
策
が
必
要
で
す
。

　
　
今
後
の
歩
道
の
整
備
は
。

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮

し
た
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
車
道
を
含
め
た
道

路
全
体
の
改
修
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
路
線
か
ら
検
討

を
し
ま
す
。

問答

　
　

調
査
対
象
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
。

　
　
教
育
、
生
活
の
安
定
、

就
労
に
関
す
る
支
援
な
ど
で

問答

況
で
す
。
対
象
は
。

　
　
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
ま
ん
防
に
関
し
て
、
県

か
ら
国
に
要
請
を
す
る
よ
う

答問

　
　
学
校
現
場
で
の
配
慮
、

教
職
員
の
研
修
実
施
状
況
は
。

　
　
誰
も
が
平
等
に
尊
重
す

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
、
い
じ

め
や
差
別
は
許
さ
な
い
人
権

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
学
校
で
女
子
の
ス
ラ
ッ
ク

問答

　
　
歩
道
の
根
上
が
り
対
策

が
必
要
で
は
。

　
　
随
時
修
繕
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
伐
採
等
、
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、
地

元
町
内
会
と
協
議
の
上
、
計

画
的
に
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
　
道
路
不
具
合
通
報
ア
プ

リ
の
活
用
の
考
え
は
。

　
　
今
後
の
課
題
と
し
ま
す
。

問答問答

す
。
国
の
重
点
施
策
に
沿
っ

て
計
画
策
定
し
ま
す
。
そ
の

基
本
と
な
る
実
態
調
査
で
す
。

識
し
て
い
ま
す
。
先
行
自
治

体
の
動
向
を
注
視
し
、
対
応

を
研
究
し
た
い
で
す
。

　
　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
へ
の
配
慮
は
。

　
　
配
慮
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て
検
討
し
盛
り
込
み
ま
す
。

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
に
性
別

を
問
わ
な
い
配
置
、
避
難

カ
ー
ド
へ
の
性
別
記
載
を
な

く
す
な
ど
。

問答 に
要
望
を
出
す
べ
き
で
は
。

　
　
県
の
判
断
を
尊
重
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

ス
を
、
市
内
全
中
学
校
で
取

り
入
れ
る
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
研
修
会
の
実
施
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
制
導
入
は
。

　
　
当
事
者
の
安
心
し
た
生

活
を
支
え
る
取
り
組
み
と
認

問答

答 問
計
画
的
に
対
策
を
講
じ
ま
す

歩
道
の
根
上
が
り
対
策
は

答 問
実
態
調
査
し
、
効
果
的
支
援
を
検
討

困
窮
者
支
援
策
の
強
化
は

答 問
継
続
的
に
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理
解
促
進
、
支
援
策
は

　▲ 不登校特例校富谷中学校西成田教室

渡邊　清美 議員

藤原　　峻 議員
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答 問
避
難
所
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
導
入

避
難
所
整
備
と
防
災
訓
練
を
問
う

答 問
早
期
に
実
施
し
ま
す

明
石
台
第
三
町
内
会
館
の
早
期
修
繕
を

　
こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
風

水
害
や
地
震
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
地
震
に
つ
い
て
調
べ

た
と
こ
ろ
、
２
０
２
０
年
か

ら
今
年
１
月
末
ま
で
の
約
２

年
間
で
発
生
し
た
震
度
５
以

上
の
地
震
が
20
件
あ
り
ま
す
。

昨
年
２
月
の
地
震
で
は
本
議

場
の
天
井
が
損
傷
し
た
の
も

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
災
害
に

対
す
る
備
え
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
考
え
ま
す
。

　
今
回
策
定
さ
れ
た
「
一
時

避
難
所
開
設
・
運
営
の
ポ
イ

ン
ト
（
自
主
防
災
組
織
・
町

内
会
編
）」
は
、
市
民
の
方

が
日
頃
か
ら
行
う
べ
き
備
え

や
災
害
発
生
時
に
取
る
べ
き

　
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と

な
る
町
内
会
館
は
、
最
も
身

近
な
施
設
で
あ
り
、
安
全
・

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

適
切
な
維
持
管
理
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
昨
年
11
月
、
明
石

台
第
三
町
内
会
館
の
和
室
で

畳
が
沈
み
込
む
箇
所
が
あ
り

ま
し
た
。
原
因
は
、
シ
ロ
ア

リ
と
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
で

す
。
町
内
会
館
の
シ
ロ
ア
リ

被
害
等
の
点
検
・
診
断
の
考

え
方
と
今
後
の
修
繕
工
事
に

つ
い
て
、
以
下
質
問
し
ま
す
。

　
　
シ
ロ
ア
リ
被
害
等
の
点

検
・
診
断
の
考
え
方
は
。

問

行
動
、
町
内
会
・
自
主
防
災

組
織
の
役
割
等
が
記
載
さ
れ

て
い
て
、
大
変
よ
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
鷹
乃
杜
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
検
討

状
況
は
。

　
　
エ
ア
コ
ン
用
の
電
源
が

な
く
、
建
物
構
造
上
、
壁
型

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
困
難
な

状
況
で
す
。

　
　
鷹
乃
杜
防
災
セ
ン
タ
ー

の
電
源
を
１
０
０
Ｖ
か
ら
２

０
０
Ｖ
へ
変
更
で
き
ま
す
か
。

　
　
２
０
０
Ｖ
へ
の
変
更
は

可
能
で
す
。

　
　
指
定
避
難
所
に
お
い
て

停
電
時
に
エ
ア
コ
ン
が
一
部

屋
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必

要
で
は
。

　
　
現
在
備
蓄

し
て
あ
る
１
０

０
Ｖ
の
発
電
機

が
使
用
で
き
る

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

問答問答問

答

　
　
町
内
会
で
定
期
的
に
目

視
点
検
を
行
い
、
市
は
小
破

修
繕
時
や
大
規
模
改
修
時
な

ど
の
機
会
を
捉
え
て
点
検
を

行
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
被
害
の
発

生
状
況
は
。

　
　
平
成
23
年
度
以
降
は
、

７
つ
の
会
館
で
被
害
が
発
生

し
、
修
繕
に
要
し
た
費
用
は

約
４
０
０
万
円
で
す
。

　
　
明
石
台
第
三
町
内
会
館

の
被
害
状
況
は
。

答問答問

ラ
ー
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
各
町
内
会
へ
の
屋
外
放

送
に
つ
い
て
、
よ
く
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
と
の
回
答
が
18

の
行
政
区
か
ら
あ
り
ま
し
た

が
、
対
応
は
。

　
　
Ｍ
Ｃ
Ａ
防
災
無
線
機
の

放
送
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
の

周
知
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
等

と
併
せ
て
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
が

提
供
す
る
防
災
情
報
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　
　
屋
外
放
送
の
聞
こ
え
に

関
し
現
地
確
認
の
有
無
は
。

　
　
昨
年
の
防
災
訓
練
の
折

に
、
３
カ
所
ほ
ど
で
職
員
を

配
置
し
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
内
の
約
２
万
世
帯
中

ジ
ェ
イ
コ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
加

入
世
帯
数
は
。

　
　
本
年
２
月
１
日
現
在
で

２
７
０
世
帯
で
す
。

問答問答問答

　
　
和
室
や
ホ
ー
ル
、
廊
下

の
柱
な
ど
、
複
数
箇
所
に
被

害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
建
物
の
安
全
性
に
は
大

き
な
支
障
は
な
い
と
の
診
断

で
し
た
。

　
　
明
石
台
第
三
町
内
会
館

の
早
期
修
繕
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
。

　
　
和
室
床
下
の
緊
急
補
強

は
３
月
中
旬
ま
で
に
完
了
予

定
で
、
全
体
の
修
繕
は
で
き

る
限
り
早
期
に
実
施
し
ま
す
。

答問答

　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
と
フ

レ
イ
ル
予
防
が
重
要
で
す
。

対
策
は
。

　
　
地
域
に
お
け
る
集
い
の

場
、
介
護
予
防
教
室
な
ど
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
ま
す
。

問答

　
　
令
和
２
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
事
業
」
の
検
討
状
況
は
。

　
　
令
和
５
年
実
施
を
目
指

し
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問答

答 問
多
様
な
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す

高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

　▲ スポットクーラー

　▲ 明石台第三町内会館

村上　　治 議員

塩田　智明 議員
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しましたしました
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（12月〜２月実施）

齢
の
方
を
意
識
し
て
、
文
字

の
大
き
さ
、
見
出
し
、
背
景

の
色
等
を
考
慮
し
掲
載
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
災
害
時
等
、
正
し
い
情
報

を
市
民
に
伝
え
る
た
め
、
講

習
会
等
の
開
催
も
必
要
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
は
、

公
式
な
ア
カ
ウ
ン
ト
と
は
別

ア
カ
ウ
ン
ト
で
柔
軟
な
表
現

◎
調
査
日　
２
月
１
日

　
本
市
の
情
報
発
信
は
、
広

報
と
み
や
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
市
長
の

記
者
会
見
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
実
施
と
積
極
的
な

発
信
を
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
長
寿
社
会
・
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
中
、
紙
媒
体
の

「
広
報
と
み
や
」
に
は
、
高

で
閲
覧
者
の
興
味
を
引
く
こ

と
も
一
案
と
考
え
ま
す
。

　
積
極
的
な
情
報
発
信
は
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
等
、
市
民
と
し
て
の
誇
り

も
増
し
ま
す
。
全
課
で
発
信
、

全
員
が
広
報
担
当
者
と
の
自

覚
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
適

時
か
つ
細
や
か
な
情
報
発
信

を
求
め
ま
す
。

総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

全職員が広報担当者との
自覚が重要

調査先：市長公室

情報発信について

総
務
常
任
委
員
会
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支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
族
支
援
と
し
て
、

自
閉
症
勉
強
会
や
発
達
相
談
、

親
と
子
の
教
室
、
就
学
相
談

会
、
先
輩
保
護
者
か
ら
話
を

聞
く
療
育
グ
ル
ー
プ
会
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
支
援
体
制

の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
ま

す
。

援
体
制
の
整
備
に
努
め
て
お

り
、
市
内
の
事
業
所
数
は
、

現
在
の
８
カ
所
に
加
え
、
令

和
４
年
４
月
に
は
２
カ
所
の

開
所
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も

が
、
自
立
し
た
日
常
生
活
・

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
早
期
か
ら
の

発
達
支
援
・
切
れ
目
の
な
い

◎
調
査
日　
２
月
10
日

　
発
達
に
何
ら
か
の
障
が
い

や
特
性
を
持
っ
た
子
ど
も
の

生
活
や
学
習
な
ど
を
支
援

（
療
育
）
す
る
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
後
も
利

用
者
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
開
所
を
予
定

し
て
い
る
法
人
に
積
極
的
に

情
報
提
供
等
を
行
な
い
、
支

域
連
携
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
を
図
る
。
②
６
次
化
商
品

等
を
生
産
段
階
か
ら
流
通
・

販
売
ま
で
一
貫
し
て
係
わ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
。

つ
ま
り
、「
富
谷
、
丸
ご
と

を
県
内
外
各
地
に
売
り
込

む
」
こ
と
等
で
あ
り
、
観
光

を
含
め
た
地
場
産
品
を
「
地

◎
調
査
日　
１
月
27
日

　
「
と
み
や
ど
」
は
、
地
方

創
生
事
業
で
あ
り
、
自
立
運

営
を
目
指
す
こ
と
が
前
提
で
、

指
定
管
理
に
お
け
る
地
域
商

社
の
立
ち
上
げ
が
必
要
で
す
。

　
指
定
管
理
の
主
な
業
務
内

容
は
、
①
富
谷
の
観
光
施
設

の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
し
、

観
光
客
が
楽
し
め
る
安
ら
ぎ

の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
地

産
地
消
」
だ
け
で
な
く
、

「
地
産
外
消
（
外
商
）」
に
繋

げ
、
富
谷
に
活
力
を
与
え
る

こ
と
で
す
。

�

営
利
追
求
に
加
え
、
地
域

と
協
創
し
な
が
ら
行
う
ビ
ジ

ネ
ス
に
期
待
し
ま
す
。

�

今
後
は
、
冬
季
間
の
来
場

者
確
保
や
敷
地
拡
張
等
の
課

題
解
決
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

観光含め、地域経済の
活性化の推進

誰一人取り残さない
支援体制の充実を

調査先：産業観光課

調査先：地域福祉課

「とみやど」を運営する
地域商社について

放課後等デイサービスの
整備状況について

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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請願と陳情の提出方法
　市民のみなさんは、市が行うことに関して意見や要望がある場合、請
願書や陳情書を提出することができます。
●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が必要になります。請願
書が提出されると、本会議で議長が所管事項に該当する委員会へ付託し、
委員会で審査した後、本会議で採択か不採択、または保留を決定します。
その結果は、請願者に通知されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合は、執行機関ほか関係
機関に処理の経過と結果の報告を求めることになります。
●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は不要です。陳情書は議
員に配付されます。
請願書・陳情書について、詳しくは富谷市議会ＨＰをご覧ください。

陳 情 書
⃝�国民の祝日「海の日」を７月20日に固定化する意見書を提出いただ
きたき件

海事振興連盟　会長　衛藤　征士郎　ほか17人
全て議員配付となりました。

意 見 書決 　 議
消費税インボイス制度に係る仕入税額控除の
特例措置を求める意見書
　シルバー人材センター（以下「センター」とい
う。）は、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法
律」に基づき設立された公的団体であり、地域の日
常生活に密着した就業機会を提供することなどによ
り、高齢者の社会参加を促進し、高齢者の生きがい
の充実、健康の保持増進、ひいては地域社会の活性
化、医療費や介護費用の削減などに貢献している。
　令和５年10月に、消費税において適格請求書等
保存方式（いわゆるインボイス制度）が導入される
予定となっているが、この制度においては、セン
ターの会員は免税事業者であることからインボイス
を発行することができず、このためセンターとして
は仕入税額控除をすることができなくなる。仮に控
除ができないとすれば、預かり消費税相当分をセン
ターがあらたに納税する必要が生じることとなり、
センターにとって過大な税負担であり運営上の重大
問題となる。さらに言えば公益法人であるセンター
の運営は収支相償が原則であり、あらたな税負担の
ための財源はない。
　センターが高齢者の就業をとおして引き続き地域
社会に貢献するためには、将来とも健全財政のもと
安定的な事業運営が不可欠である。
　よって、センターにおける会員配分金にかかる仕
入税額控除の特例制度の新設を強く要望する。
提出先　内閣総理大臣ほか

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に
断固抗議し、即時撤退を求める決議
　ロシアは、令和４年２月24日、国際社会の
度重なる警告を無視し、ウクライナに軍事侵攻
を開始した。大量のミサイル攻撃等が行われ、
軍事施設のみならず、民間人を含む多数の犠牲
者を出している。この侵攻により、ウクライナ
国民及び邦人を含む在留外国人が生命の危機に
さらされている状況にある。さらには、核兵器
の使用についても言及する等、明らかに国際連
合憲章に違反する行為であり、国際社会の平和
と安全を著しく損なう許しがたい侵略行為であ
る。
　よって、富谷市議会は、国際秩序を脅かすロ
シアによるウクライナへの軍事侵攻に対し、断
固として抗議する。また、日本政府においては、
現地在留邦人の安全確保に最大限務めるととも
に、Ｇ７をはじめとする国際社会と緊密に連携
しながら、ロシアに対する厳しい制裁措置を講
じるとともに、無条件かつ安全なロシア軍の即
時撤退を要求するよう、強く求めるものである。
　以上、決議する。

　令和４年３月11日
富谷市議会

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、
市
長
か
ら
意
見
を

求
め
ら
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

中
鉢
　
勝
利
さ
ん（
成
田
）

福
井
　
公
美
子
さ
ん（
明
石
台
）

武
弓
　
恵
扶
子
さ
ん（
成
田
）

人 

事
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１月７日
（１）提出予定議案等に関する案件
　①�令和３年度富谷市一般会計補正予算
（第13号）

　②�専決処分の承認を求めることについ
て（令和３年度富谷市一般会計補正
予算（第12号）

（２）その他

２月10日
（１）提出予定議案等に関する案件
　①�富谷市犯罪被害者等支援条例の制定

について
　②�富谷市石油貯蔵施設立地対策等交付

金基金条例の制定について
　③�令和３年度富谷市一般会計補正予算
（第14号）

　④�令和３年度富谷市市営墓地特別会計
補正予算（第３号）

　⑤�令和３年度富谷市国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）

　⑥�令和３年度富谷市介護保険特別会計
補正予算（第４号）

　⑦�令和３年度富谷市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

　⑧�令和３年度富谷市下水道事業会計補
正予算（第２号）

　⑨�令和３年度富谷市水道事業会計補正
予算（第３号）

　⑩令和４年度富谷市一般会計予算
　⑪�令和４年度富谷市市営墓地特別会計

予算
　⑫�令和４年度富谷市国民健康保険特別

会計予算
　⑬�令和４年度富谷市介護保険特別会計

予算
　⑭�令和４年度富谷市後期高齢者医療特

別会計予算
　⑮�令和４年度富谷市下水道事業会計予算

　⑯�令和４年度富谷市水道事業会計予算
　⑰指定管理者の指定について
　⑱�他の普通地方公共団体の公の施設を

富谷市の住民が利用することについて
　⑲�⑳㉑人権擁護委員の候補者の推薦に

つき意見を求めることについて
（２）�提出予定議案以外で説明を要する案件
　①�富谷市2050年ゼロカーボン戦略に

ついて
（３）その他
　①�予算審査特別委員会の正副委員長に

ついて
　②�人権擁護委員の表決方法について
　③�消費税インボイス制度に係る仕入税

額控除の特例措置を求める意見書に
ついて

　④�「子どもにやさしいまちづくり」に対
する市議会としての対応について

　⑤�議員が新型コロナウイルスに感染し
た場合の対応について

３月４日
（１）追加提出予定議案等に関する案件
　①�令和３年度富谷市一般会計補正予算
（第15号）

　②�令和４年度富谷市一般会計補正予算
（第１号）

（２）�追加提出予定議案以外で説明を要す
る案件

　①富谷市総合計画・第６次実施計画
　②富谷市第６次財政計画
　③�令和３年度行政改革の取組状況につ

いて
　④�令和３年度富谷市官民連携による新

たな都市交通システムの整備手法検
討調査の概要について

（２）その他
　①�「子どもにやさしいまちづくり」に対す
る市議会としての対応について

議員全員協議会を開催しました

富谷市議会録画配信URL
http://www.tomiya-city.
stream.jfit.co.jp/
富谷市議会インターネット 検索

議会報告会の開催中止について
　富谷市議会は、市民に開かれた議会を目指し、議会報告や市民
の皆様との意見交換の場として、議会報告会を開催しています。
　前号のとみや議会だよりでお知らせしておりました３月26日
に開催予定の議会報告会は、新型コロナウイルス感染防止のため、
中止とさせていただきました。ご了承願います。

詳しくは議会事務局へお問い合わ
せください。

TEL 022-358-0622

次回の定例会は
６月上旬開会予定です。

議
ぎ か い

会HPに富
とみ

谷
や

市
し

議
ぎ

会
かい

キッズコーナーを掲
けい

載
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　このコーナーでは、子
こ

ども向
む

けに富
とみ

谷
や

市
し

議
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会
かい

の役
やく

割
わり

やしくみなどをお知
し

ら
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市
し

議
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場はこんなところです

市
し

議
ぎ

会
かい

のしくみと権
けん
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せつ

明
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議
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会
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市
し
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会
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の活
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動
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の流
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れ わたしたちの願
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いを市
し

議
ぎ

会
かい
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つた
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会
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類
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と委
い

員
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会
かい

活
かつ

動
どう

1 5
2 6
3 7
4

議会活性化
調査特別委員会

　市民に信頼され、開かれた議会、市民の負
託に応えられる議会を目指し、調査をします。
２月10日
【議会活性化調査特別委員会】
・議会報告会小委員会における協議結果について
・その他
３月４日
【議会活性化調査特別委員会】
・議長の立候補制について
・議員間討議について
・その他
３月11日
【議会活性化調査特別委員会】
・議長の立候補制について
・議員間討議について
・その他

23 とみや議会だより 第23号
2022年（令和４年）５月１日

議
案
審
査

一
般
質
問

委
員
会
活
動

予

算



＜表紙紹介＞
成田せせらぎ緑道の桜
　「美しい水と緑」のテーマどおり、
小川が流れる緑道には約1,500本の
樹々。広場や噴水、鯉も泳ぎ、ベン
チもあるので散歩がてら訪れてみて
は。

即
時
撤
退
を
求
め
る
決
議
」

を
上
程
し
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
平
和
的
な

解
決
が
速
や
か
に
実
現
さ
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
未
だ
収
束
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
、

大
き
な
地
震
も
あ
り
ま
し
た
。

不
穏
な
情
勢
が
続
き
ま
す
が
、

日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、
春

の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。
皆
様

ど
う
か
お
健
や
か
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員　

菊
池　
美
穂

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
っ

て
以
降
、
足
元
で
は
原
油
価

格
の
高
騰
な
ど
、
連
日
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
の
影
響
が
生
じ

て
い
ま
す
。
決
し
て
対
岸
の

火
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

富
谷
市
議
会
で
は
、「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
に
断
固
抗
議
し
、

場広のなんみ

　定年後、ひより台一丁目
地域で心地よく暮らしたい
と、町内会に婦人部を結成
し、時には大人の遠足なら
ぬバスの旅に心躍らせ、敬
老会のおもてなしや役員総
出で汗を流した夏まつり。今はコロナで中止が続いています。
　そんな中で高齢者介護予防の「ゆとりすとサロン」を18年間毎月
実施しています。クリスマス、ひな祭り等の季節の行事やレクダンス、
歌声喫茶、健康体操などみんな喜んで集い和気あいあいと楽しく過ご
しています。
　また、地域の居場所、憩いの場として４年前に開所した街角カフェ

「七ツ森」も好評です。公共施設も身近で住環境に恵まれ、中でも総
合運動公園には武道館、スポーツセンター、グラウンド等整備され
ジョギングや犬の散歩、ウォーキングと大勢の人々に愛用されていま
す。西に望む七ツ森、泉ヶ岳、舟形の美しい山脈は住む者の心を癒す
自慢の地域です。縁あって同じ地域で暮らす仲間と、声を掛け合って
肩の力を抜いて仲良く楽しく暮らしていきたいと思います。

内ヶ﨑清子さん（ひより台）

自慢の地域で
心地よく暮らす

　
本
園
は
、
平
成

十
九
年
に
富
谷
市

で
初
め
て
と
な
る

認
可
保
育
園
と
し

て
開
園
し
ま
し
た
。

そ
の
後
園
舎
の
増

築
な
ど
を
行
い
入

園
定
員
の
増
員
を

行
っ
た
ほ
か
、
平

成
三
十
一
年
に
認

定
こ
ど
も
園
に
移

行
し
た
施
設
で
す
。

　
宮
城
県
は
、
認

定
こ
ど
も
園
の
設

置
数
が
少
な
い
県

で
し
た
が
、
最
近
で
は
施
設

の
数
も
増
え
認
知
度
も
上

が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
は
保
育
園
と
幼

稚
園
の
機
能
を
合
わ
せ
持
っ

た
施
設
で
、
保
護
者
の
就
労

な
ど
に
関
わ
ら
ず
入
園
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
本
園
で

は
、「
英
語
遊
び
・
学
習
遊

び
・
音
楽
遊
び
」
な
ど
を
中

心
に
ク
ラ
ス
担
任
と
専
門
の

職
員
が
遊
び
を
通
し
て
楽
し

く
幼
児
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
幼
児
の
運
動
遊
び
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
仙
台
大
学

と
協
力
し
幼
児
体
育
や
普
段

の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
子

ど
も
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

よ
う
工
夫
し
幼
児
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

未来へはばたけ とみやっ子 上桜木果樹園の森こども園

編
集
後
記
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